
× TCFDシナリオ分析

令和２年度 TCFDに沿った気候リスク・機会のシナリオ分析支援事業



Activity results of our analysis team

シナリオ分析 取組み期間

Step 2 リスク重要度評価

シナリオ群定義

事業インパクト評価

対応策の定義

文書化と情報開示Step 6

Step 3

Step 4

Step 5

09/23 （水） 第1回 支援面談

10/01 （木） 第2回 支援面談

10/15 （木） 第3回 支援面談

10/29 （木） 第4回 支援面談

11/12 （木） 第5回 支援面談

09/14 （月） 対象事業部門への説明

10/21 （水） 社内チーム会議

11/05 （木） 社内チーム会議

11/24 （火） 社内チーム会議

11/26 （木） 社内勉強会（報告会）

11/18 （水） 社内チーム会議



金属事業

売上高

億円4,731
（２０１９年度）

CO2排出量

千ｔ-CO２1,691.7

（２０１９年度）

30.4 ％

金属事業

63.7 ％

機能材料事業

31.7 ％

自動車部品

17.1 ％

関連事業

20.8 ％

機能材料事業

26.0 ％

自動車部品

2.2 ％

関連事業

8.0 ％

【金属事業 事業組織と取扱い製品】 金属事業本部 亜鉛・鉛事業部

銅・貴金属事業部

資源事業部

亜鉛 / 亜鉛基合金 / 鉛 / 錫 / 三酸化アンチモン / ビスマス

銅 / 金 / 銀 / 硫酸

亜鉛精鉱 / 銅精鉱 / 地熱蒸気

シナリオ分析 対象事業
Business covered in this analysis



シナリオ分析 社内チーム
Our TCFD team corresponding to this support

事業部門
金属事業本部
技術部長

金属事業本部
技術部
部長補佐

環境部門
保安環境部長 保安環境部

副部長

省エネ部門
生産技術部
エネルギー担当
部長補佐

IR部門
広報部
IRマネージャー

CSR部門
CSR室長

経営陣
常務
環境最高責任者

常務
経営企画本部長

常務
金属事業本部長

＊今回ご支援を頂くにあたり、CSR室長を実務責任者に、計7名の対応チームを編成いたしました。



シナリオ分析結果
An example of the analysis results.

Government

・ 金属のリサイクル規制や採掘規制をより強化

City
低炭素化が推進され、スマート
シティが普及する

低炭素化・電化の推進により、
銅・亜鉛・鉛の需要が拡大

再エネ電源の確保や自家発電により工場の
低炭素化を実現 → 顧客ニーズに対応

需要の大幅な拡大により製品の
リサイクル率がさらに向上

ヒートストレスの高まりや
感染症の増加により、
労働者の生産性が低下

再エネ推進や炭素税の導入により電力価格が上昇。
化石燃料からは脱却

・ 炭素税の導入、リサイクル規制等を厳格化

Mining
異常気象により
採掘現場で操業影響発生

Manufacturing
異常気象や高潮により
工場で操業影響発生

（4℃より影響は低） （4℃より影響は低）

（4℃より影響は低）

【２℃シナリオの将来社会像イメージ】



気候変動対応 ガバナンス体制の構築
Incorporate climate change response into our management

取締役会

執行最高会議

CSR委員会

環境部会

・各事業部門

・保安環境部

・生産技術部
（エネルギー担当）

安全環境最高会議

省エネルギー推進委員会

・CSR室

・経営企画部

・気候変動に係る基本方針や重要事項の討議、執行最高会議への付議

・気候変動対応の基本方針の決定

・気候変動に係る重要事項の決定

・気候変動対応の監督

・リスク・危機管理担当 （総務部）社外への開示・発信

・CSR室 ・経理部 ・IR担当

リスク情報の展開

＊[事業部門] ＝ 省エネに関わる者＋事業計画に関わる者

＝ 気候変動に関する外部環境情報の収集・モニタリング

委員長＝社長

【気候変動対応ユニット】

・当社各事業における気候関連のリスクと機会の評価

・対応策と指標の検討

暫定対応


